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の細胞膜上に KV1.3 チャネルが過剰発現していた。 
【結論】 
抗ヒスタミン薬はリンパ球 KV1.3 チャネルを阻害することで免疫抑制作用を発揮することことが明らかとな
った。特に、脂溶性の高いアゼラスチンとテルフェナジンは、脂質二重膜の膜間距離を増加させ、Cm を減少
させる可能性が示唆された。 
慢性腎不全の腎線維化に KV1.3 チャネルの過剰発現が関与し、病態の進行を促すことが考えられた。KV1.3
チャネル阻害作用を持つ抗ヒスタミン薬が、慢性腎不全における抗線維化薬として有用となる可能性を秘めて
いる。 
 
 
